
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
（ 熊本県立松橋高等学校 ）学校 令和３年度（２０２１年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 

学校教育目標 生徒の個性を尊重し、伸ばし、一人一人の夢の実現を図る。 

 

 
 

 

  

 県教育委員会各課の本年度の教育指導の重点及び取組の方向を踏まえ、本校の「綱領」
並びに「校訓」の精神を柱とし、松高スピリッツ（品性を磨き､感性を高め､徳性を養うこ
とで､明るく生き生きとした活力あふれる生徒を育成する。）の具現化に向けた教育を実
践する。 

 

２ 本年度の重点目標 
１ 生徒の健全育成 
(1) 生徒指導方針の共通理解及び全職員協力体制による生徒の基本的生活習慣の確立と規律ある生

活態度の育成 
(2)  挨拶の励行・整った身なりを徹底し、地域から信頼される学校に    
(3)  家族を大切にする、友達に優しくするなど他人の気持ちを理解できる生徒の育成（人権意識の高

揚） 
２ 基礎学力向上の推進 
(1)  基礎学力向上対策委員会の設置と具体的方策の提示 
(2)  興味関心の湧く授業の創造 
(3)  ＩＣＴの活用を含め、主体的・対話的で深い学びとなる授業内容の工夫 

３ 進路指導の充実 
(1)  生徒一人一人の能力・適性等に応じた指導の徹底 
(2)  大学入試・就職試験などに対応できる基礎学力の充実 
(3)  将来の自分の生活設計が見通せるような資料の提供や、先生方自らの体験談を日常的に語れるＨ

Ｒ活動 
４ 本校への入学者を増やす取組 
（1） 他の中学校との交流及び学校説明会等の強化促進 
（2） ボランティア等地域活性化の役割を担い、地元の子供は地元で育てることを強くアピールする 
(3) 生徒・職員が地域の行事等へ積極的に参加する 
(4) ＨＰやマスコミを通じての情報発信 

５ 組織的に動く指導体制 
(1)  学科間の連携強化（松橋高校のためにどうすべきかを考える） 
(2)  危機管理の徹底（起こさない取組・起こった後の対応）特に重視すべきは初動に有り。この初

動を単独でなく組織で意識統一して動く。チーム松高で難題に取り組んでいく。 
 

 

３ 自己評価総括表 
  評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 
評
価 

成果と課題 
大
項
目 

小項目 

 
学
校
経
営 

教育方針
に基づい
た、学校
教育目標
の達成 
 

学校活性化
のための特
色ある教育
活動の展開 

○次期学校改革

を見据え、教育活

動の特色化およ

びその魅力発信

が十分なされ、

「変化」と「期待」

が学校内外で感

じられ、最終的に

は志願者が増加

する状態 

①ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会議・チームをうま
く機能させ、学校改革が進展
し、学校活性化に繋げる。 

②教育活動公開の機会を増や
し、広報の充実を図って、積
極的に情報を発信する。 

③学校 HP や安心メール、学校パ
ンフを活用して各種教育活動
の魅力を発信して、変化する
本校を積極的に紹介する。 

Ｂ ○ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会議や
若手職員ﾁｰﾑを組織
して学校改革の素
案作りや探究学習
の開発を進めるこ
とができた。昨年
度発行できていな
かった広報紙を新
たに「松高の力」
として13回発行し
た。また学校ﾊﾟﾝﾌ
も大幅に刷新でき
た。 

綱領 一 自主積極研学の道に邁進しよう 

      一 気節を尚び、礼儀を重んじよう 

   一 質実剛健を旨とし、勤労を愛し

よう 

    一 質実剛健を旨とし、勤労を愛しよう 

校訓 

「自主」「礼節」「勤労」 



●生徒・保護者に
おいて本校の変化
・魅力が伝わって
いない点が一部見
受けられる。校内
外を問わず、HP、
広報紙、学校ﾊﾟﾝﾌ
をさらに深化・発
展させて、発信す
る必要がある。ま
た広報紙は、管内
だけでなく、管外
中学校、そして地
元事業所等にも配
付して、広報をお
願いしたい。 

目指す生徒
像、学校像
の実現 

○全職員が連携
して学校教育目
標の具現化を目
指し、地域から
は学校に対する
高い信頼が寄せ
られている状態 

①在籍する生徒が誇りを抱くよ
うな教育活動を全教科におい
て展開する。 

②学校行事の際などに、活躍す
る生徒の姿を見てもらう機会
を数多く設ける。 

Ｂ ○今年度もｺﾛﾅ禍の
ため校内に外部を
招いての教育活動
を紹介する場が作
れなかったが、7月
の体験入学だけは
全職員・全生徒で
協力して実施でき
た。 
●昨年度実施でき
なかった体育祭、
文化祭は、一時的
に感染症が収まっ
ていた11月に規模
縮小、無観客で実
施したが、その際
に他校が積極的に
行っているｵﾝﾗｲﾝ配
信はしていない。
次年度はICT活用教
育のさらなる充実
を図り、保護者・
地域に生徒の活躍
の場を見せられる
よう工夫したい。 

学び合い
高め合い
支え合う
職員集団
及び働き
方改革 

持続可能な
教育活動を
目指すため
業務改善意
識の向上お
よび時間外
勤務の削減 

○ｽｸﾗｯﾌﾟ＆ﾋﾞﾙﾄﾞ
およびICT活用で
仕事効率がこれ
までより上がっ
た状態 
○職員がストレ
スを軽減し、心身
ともに健康な状
態で教育活動に
当たっている状
態 

①ICT を積極的に活用したり、デ
ータを共有化したりして業務
効率を高める。 

②スクラップ＆ビルド（会議や打
合せの整理・削減を含む）や次
年度引き継ぎを意識した取組
で、業務のスリム化を進める。 

③年休などが取得しやすい雰囲
気作りや行事予定策定を行う。 

Ｂ ○職員のｱﾝｹｰﾄ結果
では3.2ﾎﾟｲﾝﾄで比
較的高く評価して
いる。また勤務時
間外の従事状況も
昨年度比で改善し
ている。また生徒
からも先生方の向
き合い方を3.3ﾎﾟｲﾝ
ﾄと高く評価してい
る。 
●今年度は業務改
善元年として取り
組んできたが、次
年度は更なる改善
を図り、一部の職
員の加重負担とな
らないようにし、
持続可能な教育活
動に取り組んでい
きたい。 

教師として
の使命感や
危機管理意

○職員が指導力
向上のために自
己研鑽に努めて

①負担感が少なく、有用感が大き
い形式の職員研修を計画的に
実施する。 

Ｂ ○年度当初から動
画研修を導入した
り、教育漫画を導



識の向上お
よび資質・
能力の向上 

いる状態（不祥
事ゼロの状態） 

②観点別評価や探究活動におい
て特に担当する職員には、視
察研修やOJTを実施する。 

入したりして、負
担感を軽減した職
員研修が実施でき
た。またNITS研修
に計5名が参加した
り、先進校視察に
も10名が行ったり
して、研鑽に努め
てもらった。よっ
て職員ｱﾝｹｰﾄの結果
は3.4ﾎﾟｲﾝﾄと高評
価だった。 
●上記の成果の反
面、交通事故等も
複数件発生し、不
祥事ゼロとは言い
難く、年間を通し
て気を引き締めて
公務に取り組まな
ければならない。 

 
学
力
  
向
上 
 

教師の指
導力向上 

「分かる」
授業の工夫
と確立 

○主体的・対話
的な授業を展開
し、生徒の深い
学びにつなげる
ことができるよ
うな授業を目指
す。 

○ＧＩＧＡスクール構想によ
る一人一台端末の活用を行う。 

Ｂ ○ＩＣＴ支援委員
による研修や先生
方の活用事例によ
り、多くの先生が
活用し、深い学び
に向かっている。 

基礎学力
の定着と
学習習慣
の確立 
 
 

自宅学習の
確立と定着 

○通常１時間以
上、考査前２時
間以上の自宅学
習 を 定 着 さ せ
る。 

①考査前に限らず、毎日の授業
で課題を提示する。 

②考査前に黙学を行い、学校で
の学習時間の確保を行う。 

Ｃ ●考査前の黙学に
はしっかり取り組
むが、自宅学習の
定着には至ってい
ない。 

観点別評価
の推進 

○定期考査だけ
で無く、日頃の
授業の取組の評
価など、多面的
評価を行う。 

①定期考査の問題を改善し、生徒

の思考力・判断力・表現力を伸

ばすように教科会等で検討を

行う。 
②授業の振り返りｼｰﾄを活用し、

生徒自身の振り返りの機会を
設け、次の学びに繋がるよう
にする。 

Ａ ○観点別評価につ
いての職員研修を
行い、意識を高め
て、定期考査への
反映につなげた。 
 

キ
ャ
リ
ア
教
育 
(
進
路 
指
導
) 

進路意識
の高揚 
 

３年間を見
通したキャ
リア教育の
推進 

○卒業後の進路
選択によって自
分がどう生きて
いくかを考えさ
せる。 
○社会で生きて
いくために必要
なマナーや自分
の考えを伝える
力、話を聞き理
解する力を習得
させる。 

定期的に進路だより【羅針
盤】を発行しﾀｲﾑﾘｰな情報を提
供して意識啓発に努める。 
１年生：進路講演会やガイダン

スを通じて『仕事や学
問』について学習す
る。また適性検査など
を活用し自己を知る。 

２年生：インターンシップにお
いて仕事体験や上級
学校体験を行い、進路
目標についての手が
かりを探し、具体的な
進路目標を確立する。 

３年生：「卒業生講話」「企業
懇談会」「出前授業」
等でより詳細な将来
の生き方を選択でき
るように促し、進路実
現を目指す。 

Ｂ ○進路だよりを月
に１号の割合で、
生徒の進路活動の
様子や進路に関す
る情報提供を定期
的に発行し、意識
の啓発に努めるこ
とができた。 
●新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染
症の影響で、ｲﾝﾀｰﾝ
ｼｯﾌﾟを始めいくつ
かの進路行事を実
施することができ
なかったが、でき
る範囲であるいは
これまでと違った
方法を取り入れな
がら実施し進路意
識の高揚に努める
ことができた。 

進路目標 進学や就職 ○２年生の３学 ①２年２学期までの様々進路
の取組みで進路目標を確立

Ｂ ○３年生は、ほと



の 
達成 

に向けての
早い段階か
らの取組 

期までには、進
学か就職かを概
ね決定させる。 
○３年生の進路
実現 

させ、２年３学期に就職希望
者（就職ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ）、進学希望
者（小論文ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ）に目的を
持って参加させる。 

②３年では、それぞれの試験に
向けて具体的な取組を実践
し進路実現へとつなげる。 

んどの生徒が年内
に進路を決定する
ことができた。未
定者が２名いるの
で決定するまで支
援を続けていく。
２年生は、保護者
会時に行った進路
別説明会などの進
路行事を経て１２
月の進路志望調査
で進路志望未定者
数が減り、進路決
定に向けて意識の
変容が見られた。 

 
生
徒
  
指
導 
 

｢松高マ
ナー｣の
涵養 
 

正しい制服
着用、元気
な明るいあ
いさつ、正
しい言葉遣
いができる 

○校内外を問わ
ず、正しい制服
の着用をする。 
○校外でのマナ
ーの遵守。（松高
マナー・交通マ
ナー等） 

①授業始業の際に、服装を正さ
せる。また、元気な明るい挨
拶を促す。 

②授業時の発問に対して、正し
い言葉遣いで回答させる。 

③学校生活全般において、タイ
ムリーに指導する。 

 
 
 
Ｂ 
 

○登校指導の際に
制服の着こなし、
大きな声での挨拶
等を指導すること
で授業始業時の挨
拶や返事等にも良
い影響を与えた。 

交通指導
の 
充実  
 

毎月の交通
安全呼びか
けの運動 

○交通委員に自
覚を持たせ、交
通安全の日を活
かしながら全校
生徒に対して交
通安全の呼びか
けを行う。 

①交通安全の日（毎月 10 日）
に学年当番で、教師と交通委
員で啓発活動を行う。 

②特に自転車・原付バイク通学
生は交通ルール、天候や道路
状況、車両の特性を理解して
運転するように、定期的に指
導する。 

 
 
 
 
Ｂ 
 
 

○毎月、交通委員
を中心に交通安全
の啓発活動ができ
きた。 
●新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染
症の影響で、現時
点では予定してい
た交通講話ができ
ていない。 

二重ロック
の徹底 

○全校生徒への
呼びかけ運動を
継続して行い、
二重ロックの施
錠率を毎月９５
％以上にする。 

○毎月の交通安全の日にチェ
ックをし、啓発活動に努める
。 

 
 
 
Ｃ 

●毎月のチェック
は出来たのだが、
施錠率が約８２％
と目標値に届かな
かった。 

生徒会活
動と部活
動の活性
化 

部活動加入
の奨励と各
種大会やコ
ンクール等
への積極的
な出場 

○学校行事に対
する全校生徒の
意欲を向上させ
る。 
○部活動加入率
を高める。 

○部活動紹介や体育大会・文化

祭などの学校行事を通して、勧

誘を呼び掛けながら関心や興味

を引く。 

 
 
 
 
 
 
Ｃ 

○感染症予防を行
い、制約の中で可
能な体育的・文化
的行事を行うこと
ができた。生徒達
の、とても活き活
きとした姿を見る
ことができた。 
●部員や顧問が、
呼び掛けを行った
が、部活動加入率
を高めることはで
きなかった。 
 

人
権
教
育
の
推
進 

人権意識
の涵養と
差別意識
の解消 
 

教職員の研
修の充実と
推進体制の
機能強化 

○管理職の指導
により、人権教
育主任が役割を
自覚し、各部・学
年と連携を図り
取り組む。 
○校内外研修の
充実を図る。 

①人権教育推進委員会を中心
に、人権学習ＬＨＲなど様
々な取り組みを発信する。 

②同和問題の解決を中心に据
えた校内研修を実施し、職
員の人権意識を高める。 

③校外研修に積極的に参加
し、その成果を復講するこ
とにより、全職員に周知す
る。 

 
 
 
 
 

Ｂ 

①ほぼ毎週実施す
ることができ、組
織的な取組ができ
た。 
②６回ほど校内研
修を実施し、職員
の意識向上を図っ
た。 
③コロナ禍で、校
外研修が少なかっ
た。 

生徒の人権
学習推進 

○全教育活動に
於いて、人権教

①主に人権学習ＬＨＲを通し
て、身近な人権問題や同和問

 
 

①人権学習LHRの内
容を再検討した上



育の視点を持ち
取り組む。 
○人権教育ＬＨ
Ｒ、人権週間に
おける取組を計
画的に行う。 

題などの社会的課題に至る
まで学習し、反差別の実践的
な態度を養う。 

②自分とは違った考え方を尊
重して相手を大切にする思
いやりを持つ。 

 
 
Ｂ 

で実施できた。 
②様々な機会に働
きかけを行ない、
相手を思いやる心
を育んだ。 

特別な支
援を要す
る生徒へ
の個に応
じた支援 
 

職員の理解
と意識の向
上 

〇特別支援教育
・高校通級（LST）
・インクルーシ
ブ教育システム
についての理解
を深め、スキル
の 向 上 を 目 指
す。 

①「生徒理解研修」時に、LST の
説明や授業の様子等を説明
する。 

②LST をゲストティーチャーに
より実施する場合には、見学
ができるように職員へ周知
する。 

Ｂ ○LSTの様子につい
ては｢生徒理解研修
」｢生徒支援推進委
員会」において、
授業及び生徒の様
子を伝えることが
できた。また、特
別支援教育課・高
校教育課のＬＳＴ
視察の際やラポー
ル宇城からの出前
授業の際には職員
へ周知し、見学し
ていただくことが
できた。 

支援を要す
る生徒への
個に応じた
適切な指導
の充実 

〇支援を要する
生徒の理解を深
め、個に応じた
支援を推進する
。 
〇生徒、保護者
の教育的ニーズ
を理解し、合理
的な配慮を行う
。 
〇インクルーシ
ブ教育システム
の構築に向けた
取組を行う。 

①新入生についての「第１回生
徒理解研修」熊本県が定める
ガイドラインに沿って、個別
の教育支援計画・個別の指導
計画を作成し「第２回生徒理
解研修」を行う。また、「第
３回生徒理解研修」において
支援の評価を行う。 

②週１回「生徒支援推進委員会
・特別支援推進委員会」「総
合支援推進室」を開催し、生
徒の情報共有・支援策の検討
を行い、必要に応じて生徒や
保護者がｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰやｽｸｰﾙｿ
ｰｼｬﾙﾜｰｶｰの支援を受けるこ
とができるようにする。 

③生徒本人や保護者より合理
的な配慮についての申し出
があった際には、校内で検
討し特別支援教育支援員が
学習支援や健康・安全確保
等を行う。 

Ｂ ○個別の教育支援
計画・個別の指導
計画については、
熊本県が定めるｶﾞｲ
ﾄﾞﾗｲﾝに沿ったかた
ちで作成し、研修
を行うことができ
た。また、｢生徒支
援推進委員会・特
別支援教育推進委
員会｣を週１回開催
し、生徒の支援策
検討や専門家へ繋
ぐことができた。
特別支援教育ｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰが三者面談等
に同席し、合理的
な配慮についての
説明や支援策の提
案等ができた。 

命を大切
にする心
を育む指
導 

自他の生命
を尊重する
心の育成 

○「心のきずな
を深める月間」
の取組を行う。 
〇「ストレス対
処教育」を全学
年で行う。 

①月間の周知と涵養 
②心のきずなを深めるための

標語づくり 
③心のきずなを深める詩の紹

介 
④１年「私の四面鏡」「二者択

一」２年「さわやかな自己主
張」「月からの脱出」３年「ア
ンガーマネジメント」の実施                               

Ｂ ○｢心のきずなを深
める月間｣では、全
校生徒による標語
の作成や自分や他
者の命を大切にす
ることについて考
える詩の紹介など
を生徒会と連携し
て行うことができ
た。｢ｽﾄﾚｽ対処教育
｣については、教材
をより本校生に合
ったかたちで改良
したが、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ
の制限があり実施
できないﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが
あった。 

い
じ
め

いじめの 
未然防止 

生徒・職員
・保護者の

〇 集 会 や 講 演
会、研修会を積

①集会や講演会、研修会を行う
ことで自己肯定感・自己有用

 
 
 

●入学して学校に
慣れ始めた時期や
長期休業中に、SNS



の
防
止
等 

 いじめ防止
に対する意
識の向上 

極的に行い、い
じめ「ゼロ」を目
指す。 
〇校内のいじめ
根絶に向けた体
制 の 充 実 を 図
り、学校内の言
語 環 境 を 整 え
る。 

感を高め、いじめに負けない
集団を作る。 

②各教科やホームルーム活動
において、現代社会において
起った事件等について考え
る時間を作り、生徒達と向き
合う時間を確保する。 

 
 
Ｂ 

によるやりとりの
中での言葉の行き
違い等が見られ、
言語環境に課題が
あると感じた。 

いじめの 
早期発見 
 

いじめ早期
発見に向け
た取組の充
実 

○心のアンケー
ト な ど を 活 用
し、いじめの早
期 発 見 に 努 め
る。 
○いじめに関す
る通報（スクー
ルサイン）及び
相 談 機 関 を 生
徒、保護者に周
知徹底する。 

①定期的なアンケートの実施
と情報分析をし、職員間での
共有を図り、早期発見・早期
解決に努める。 

②日頃からスクールカウンセ
ラー等の外部機関とも連携
をとり、初動対応を迅速に行
う。 

 
 
 
 
Ｂ 

○ｱﾝｹｰﾄの結果をも
とに会議を開き、
状況の把握と対応
策の検討を行い早
期解決に努めた。 
○SCやSSW等の外部
機関と連携がとれ
ており、医療機関
にも迅速に繋ぐこ
とができた。 

地
域
連
携
(ｺ
ﾐｭ
ﾆﾃ
ｨ･
ｽｸ
ｰﾙ
な
ど
) 

地域活動
への参加 
 

地域ボラン
ティア活動
への参加 

○宇城市や各地

区の実行委員会

との連携を図り、

生徒へ情報を発

信する。 

○各実行委員会等との連携を図

り、企画やボランティア活動へ

積極的に参加する。 

Ｃ ●新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染
症の影響で、生徒
が参加する機会が
少なかった。 

地域貢献活
動への参加 

○各市町村や地
域の方々との連
携を図り、生徒
へ情報を発信す
る。 

○宇城市役所、宇城商工会等と
の連携､街なか図書館との交流
を図る。 

Ｃ ●新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染
症の影響で、生徒
が参加する機会が
少なかった。 

保護者・
同窓会と
の連携 

PTA・同窓
会行事への
参加・協力 

〇喫緊の課題で
ある定員割れの
解消に向け、PTA
・同窓会と協力
して広報活動や
中学校訪問を行
い、入学者増を
目指す。 

○学校案内パンフレットを中学
生にとって魅力的な形に全面的
に改定したり、各学科の紹介チ
ラシを定期的に作成したりして
、各中学校等に配付し学校の取
組を周知する。 

Ｂ 
 

○学校案内ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
の内容を検討し、
魅力的な内容とし
た。生徒の活躍を
紹介する広報誌を
発行し、様々な活
動を紹介した。 

学校運営
協議会の
推進 

学校運営協
議会の開催 

○学校運営協議

会を開催し、学校

とメンバーが力

を合わせて学校

の運営に取り組

むことにより、地

域と一体となっ

た特色ある学校

を目指す。 

○学校運営協議会を定期的に開

催し、メンバーからの意見を聞

き、特色ある学校づくりにつなげ

る。 

Ｂ 
 

○２回の学校運営
協議会を開催し、(
２回目は３月に開
催予定)メンバーか
ら様々な意見を聞
いて、より良い学
校づくりに繋げる
ことができた。 

 
 

４ 学校関係者評価 
○先生方の日常、学級、学年、進路指導、生徒指導におけるきめ細かな対応がなされていることが

理解できた。学力差が大きい中、個々の特性、学力に応じて進路指導がなされていることも理解
できた。 

○学校の教育活動の取組は、すばらしいものがあり、地域との連携、情報の発信、生徒個々の頑張
り、進路状況等、学校の取組としてやれるだけのことはなされている。 

○中学校時代に不登校傾向だった生徒が、松高入学後に意欲的に頑張っていること等は、非常に価
値ある成果ではないか。 

○自分を大切にし、相手を思いやることができる人として成長してほしい。そのことが多様性を認
めることに繋がる。松橋西支援学校との交流が深まっていくためには、まずはお互いを知ること
なので、オンラインでの交流の取組など、大変良い試みであった。 



○何事も「自分事」として感じる人に成長してほしいので、命を大切にする心を育む教育にさらに
取り組んでほしい。よって、『心の絆を深める月間』はよい取組なので継続してほしい。 

○基礎学力が不足している生徒に対し、社会に通用する最低限の「読み、書き、そろばん」を身に
つけさせ、「あ・た・り・ま・え」「スナドジョウ精神」を浸透させることは良い。 

○地域連携推進委員会がとても大きな役割を果たしていた。行政や地域と連携を取り、広報を利用
して生徒の意識が変化したのではないか。机上の学びだけではなく、人や社会との関わりの中で
学ぶことが本校の強みとなると感じる。 

○総務部におけるPTAの豚汁作りは、次年度は実施したいと考えており、PTA役員内でもその意識作
りをしていきたい。 

○次年度は高P蓮中央地区の幹事校としての役目があるため、今後も学校と連携を密にして取り組ん
でいきたい。 

△今は、大きく変化していく時代。自然環境問題が引き起こす様々な災害、感染症問題、また国家
間の侵略など何が発生するか不透明な時代。討論できなくとも新聞や報道から感じたことなどタ
イムリーに話す習慣を付けて自分の意見がはっきり言える人に育ってほしい。またこれからの時
代、男だから女だからではなく、一日の人間として社会で交流しながら３６０度から物事を捉え
考えることができる人として成長することを期待するし、そのような教育に取り組んでほしい。
若い感覚で世の中を変えていくような松高生であってほしい。松高生は地域貢献できるような生
徒を育てていくことを目標としては如何。市議会議員に挑戦するような生徒を育ててほしい。 

△個人差が大きい学校だと理解している。義務教育課程の学び直しが必要な生徒がいる中、個別対
応が求められている。焦点をどこに置くか、誰１人取り取り残さないことが公立学校の使命であ
り、困難さを伴うものだと考える。 

△元気な声で明るい、笑顔の挨拶を徹底することで多くのことが変化していく。人としてのマナー
なので習慣化していくことが大事である。 

△コロナ禍で感染対策、授業時間確保、日常業務等、先生方の負担増が気になった。 
△４月から成人年齢が１８歳に引き下げられ、高校での成人教育が必要となり、先生方の負担が増

すことになると思うが、現実の大人の社会に踏み出す卒業生には社会の現実、法律、契約、金銭
問題等、様々なことについて一応の教育が必要となってくるがどうするか。 

△特別支援教育が必要な生徒が増加傾向にあるが、松橋西支援学校高等部との連携、教員の研修等
に取り組んでみては如何。 

△志願者の激減で学校の対応も大変だと思うが、中学校の進路指導とも連携し、課題やその対策に
ついて本運営協議会でも議論してみては如何。 

△重点目標が１５項目あるが、数項目に絞り込んだ方が良い。その数項目についてこの１年「何を
したか」「結果はどうであったか」を端的に整理し、生徒や保護者にアピールした方がわかりや
すい。 

△生徒募集について、定員割れは仕方ないとしても、更に進む現状を阻止する具体的な方策を考え
てほしい。 

△入学者減は、少子化社会における難題であり、学校だけの問題ではなく、社会の問題である。学
校は生徒が少なくなり、企業にとっては働き手がいなくなる。効率化、ＩＴ化で解決する問題で
もない。進学を希望する生徒は熊本市内へＪＲ通学するし、私立高校へ進む傾向は大きくなるだ
ろう。その中で松橋高校の役割を考えていく必要がある。 

△地域連携がＣ評価となっていた。部活動の活性化も気になるところだが、なかなか活路を見いだ
すことは厳しい状況だ。それよりも中学校と高校が連携しながら地域貢献をすることには夢があ
り、中学校としても本気で取り組みたいところ。感染状況次第ではあるが、職場体験を合同で行
ったり、部活動も連携して指導したりすることもよい取組ではないか。 

△宇城圏域の出生数が減る中で、生徒数を確保するのは至難のことだが、それでも宇城市役所松橋
本所を中心とする半径２０ｋｍの生活圏の人口は県の総人口の１／４、４０万人を超えており、
潜在的な高校受検者数は決して少なくない。今いる生徒、保護者のニーズあるいは来年度以降の
受検者となる近隣中学生とその保護者のニーズを整理し、優先順位を付けて取り組んでいただき
たい。 

 

５ 総合評価 
 今年度は、昨年度までの評価項目を各部署で総点検し、本校の現状、時代や地域のニーズに合わ
せるため、目標、方策、そしてアンケート項目も大幅に改編して取り組んできた。アンケート自体
も昨年度までのマークシート回答からＩＣＴを活用した回答方式に変え、回答だけでなく集計も大
幅な時短、負担減を実現させた。同時に回答率も上がった。集計結果も全て数値化して、比較分析
がしやすいように改善した。次年度以降もこの方式を継続したい。 
 評価結果については、概ね好意的な評価であったが、「自宅学習の確立と定着」、「部活動加入
率の向上」「地域貢献活動への参加」等に関して、評価が低かった。今年度も新型コロナウイルス
感染拡大の影響を大きく受け、計画していた活動を中止、縮小せざるを得なかったことも要因とし
てあげられる。一方、1人1台端末導入を契機に本校のＩＣＴ教育が劇的に進んだのも今年度の大き
な成果である。ＩＣＴを活用した学習だけでなく、教職員の業務効率化にも一役買った。それが生
徒・保護者、そして職員のアンケート結果にも如実に表れていた。  
 

 



６ 次年度への課題・改善方策 
【課題】 
①本校の魅力創造および魅力発信 
②基礎学力の定着と学習習慣の確立 
③部活動加入率向上と部活動の活性化 
④地域ボランティアや貢献活動への参加 
【改善方策】 

上記①～④は、新型コロナウイルス感染状況に左右される部分も大きいが、コロナ禍であっても
松高の生徒・職員が「今できる精一杯のこと」を一つ一つ丁寧に取り組むことで、課題を解決して
いきたい。 
①については、今年度模索しながらも取り組んできた魅力創造（学校改革、探究学習、one team事

業など）を継続し、『松高の力』を中心とする魅力発信も管内中学校に留まらず、管内事業所や
管外中学校にも発信していきたい。 

②については、今年度から取り組み始めた1人1台端末を活用した授業改善や観点別評価を意識した
授業改善をさらに進めるとともに、生徒には学ぶことのおもしろさ、学ぶことの意義、そして主
体的に学び続ける大切さを教務部、進路部を中心としながらも各学年部で教授していきたい。 

③魅力化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会議や生徒部を中心に部活動の整理・活性化を模索してきたが、その一つとして
次年度に『松高ＤＸ部』創部することで進めてきた。ｅ－スポーツ、デジタルボランティア、健
全なスマホの使い方研究等、生徒のＩＣＴ技術向上のみならず地域貢献にも携われる機会を提供
する部活動である。地元宇城市と連携して部の発展に取り組んでいきたい。 

④今年度も、様々な制限がありながらも通称『宇城プロ』の生徒・職員が可能な範囲で地域貢献活
動に取り組んできた。その挑戦的な活動の成果は、『松高の力』でも発信してきた。次年度も感
染状況を考慮しながら、精一杯取り組んで、『宇城地域になくてはならない松橋高校』をＰＲし
ながら、生徒自身の自己肯定感、達成感を高めていきたい。 

 

 


